
名称 月日 参加者・対象 内容

　第１回　　  ９月２９日（月） 保幼認小代表 保幼認小義の連携・接続に向けて、アプローチカリキュラムの作成について協議・検討を行った。

 ワーキング  11月１７日（月） 保幼認小代表
園と小学校のそれぞれの代表の先生にご参加いただき、ワーキング会議を開催し、アプローチカリキュラム
（案）を作成した。

　第２回　   １２月１８日（木） 保幼認小代表
ワーキング会議で作成した（案）に対する協議を行い、アプローチカリキュラムの宗像市のフォーマットが完成
した。

　第１回　　  ５月１２日（月） 保幼認の園長

幼児教育事業報告及び幼児教育事業計画について説明を行った。
各課からのお知らせの場を設定し、説明や資料を配布し周知を行った。
教育総務課 教育支援室からは、就学相談の申込や流れについて、昨年度までの変更点等の説明があっ
た。

　
　第２回　　  １１月７日（金） 保幼認の園長

幼児教育事業の進捗について報告を行った。
男女共同参画推進センター「ゆい」と共催講座を実施した。陽かり助産院院長の光橋幸恵氏による、「生命の
安全教育～性教育について～」の講義を聞き、性教育について理解を深めることができた。

　第１回　　６月２５日（水）
保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭
（中止）

福岡教育大学附属幼稚園での研修会は、感染症を伴う教員等の体調不良のため中止した。
代替研修として、福岡教育大学附属幼稚園幼児教育公開研究会（11月8日実施）のオンデマンド視聴ができ
るよう案内した。希望施設は、9施設。（保育所：7園、幼稚園：1園、小学校：1校）

　第２回　　９月９日（火）
保幼認の主任と小学校の主幹教諭
（４２名参加）

幼児教育アドバイザーであり、福津市神興幼稚園の現役教諭でもある吉迫務氏を講師に迎え、「幼児期の大
切な学びを小学校教育につなげるために」というテーマの講義とグループ協議を実施した。
参加者の先生からは、「アプローチカリキュラムがとてもわかりやすく、自園でも活用したい」という感想があっ
た。
幼児が活動している動画を見ながら、小学校へのつながりについてグループワークを行った。
また、福津市のアプローチカリキュラムやスタートカリキュラムを参考に、子どもの育ちの連続性を理解しなが
ら、幼児教育と小学校教育の充実を図ることができた。

　第３回　１月３０日（金）
保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭
（３２名参加）

東郷信愛幼稚園で、保育参観とグループ協議を実施した。
宗像市教育委員会社会教育主事から参観前に「参観の視点について」説明を聞くことで、とても有意義なグ
ループワークとなった。
参加者の先生からは、「先生方の色々な角度からの感想を交換でき、良い学びとなった」いう感想があった。
園と小学校からそれぞれ持参したアプローチカリキュラムとスタートカリキュラムを共有し、子どもの姿にあて
はめながら、相互理解を深めることができた。

　第２回　　８月２２日(金)
保育士・幼稚園教諭・保育教諭
（２５名参加）

幼児教育専門家 熊丸みつ子氏を講師に迎え、「私たちの笑顔は子どもたちにとっての精神安定剤！」という
テーマの講義とグループ協議を実施した。参加者からは、「子どもたちも自分たちも幸せになるために生まれ
てきたと聞き本当に感動した」「子どもたちに幸せと笑顔と安らぎを届けることができるよう、たくさんハグした
い」という感想があり、保育者の資質及び専門性の向上を図る研修となった。

第１回　　5月14日（水）
園長・発達支援コーディネーター
（４０名参加）

発達支援係から、市の取り組みと発達支援コーディネーターに求める役割について、説明を行い、引き続き、
市との連携について協力をお願いした。

第２回　　2月6日（金）
発達支援コーディネーター
（２３名参加）

発達支援コーディネーターが、保育の現場で活かせる知識の習得の為に、福岡県立大学　教授　江上千代
美氏を講師に迎え「かんしゃくのかかわり方」というテーマでグループワークを交えての講義と、のぞみ園の
言語聴覚士と作業療法士から実際に使っている保育教材について紹介をした。参加した先生からは、「すぐ
に活用できる内容だった」「保護者への説明で活用したい」という声があり、有意義な研修となった。

第１回　　５月３０日（金）
市内小中学校・幼保園・障害児福祉サービス事業
所・宗像児童相談所等関係職員・市職員等
（４６名参加）

第１回　福岡県立大学准教授奥村氏を講師に迎え、子どもの所属機関の役割と連係をテーマに、関係機関
の効果的な支援について理解を深めることができた。

第２回　  ７月２４日（木）
市内小中学校・幼保園・障害児福祉サービス事業
所・宗像児童相談所等関係職員・市職員等
（２６名参加）

第２回　福岡地方検察庁検事佐田氏、福岡児童相談所弁護士一宮氏らを講師に迎え、子どもから被害を打
ち明けられた時の支援者の対応についての講義を実施した。

第３回　１０月２３日（木）

子育て世帯、市内小中学校・幼保園・障害児福祉
サービス事業所・宗像児童相談所等関係職員・市
職員等
（５７名参加）

第３回　幼児教育専門家の熊丸みつ子氏を講師に迎え、「こどもたちが生きる力の土台を身につけるために」
というテーマで、子育て世帯の市民の参加も多く、アンケートでは、「話を聞けて良かった」、「気持ちが楽に
なった」といった感想があった。

第１回　　１０月３１日（金）

市内保育所・幼稚園・認定こども園、市立学校
PTAコミュニティ運営協議会、市内子育て支援関
係団体
第１回　参加者：２３名

第１回講座は、講師に教育サポート室エールの牛島昌哉氏を迎え「家庭と地域でひろげよう 子どもの可能
性」というテーマで、体験型のワークショップ実施した。子どもに体験活動をさせた後、体験だけ活動になって
いませんか？という印象的な言葉があり、体験後に家庭でのふり返ることの重要性などをワークショップを通
して学んだ。受講者からは「体験活動の重要性を地域の方々で学ぶ機会は貴重だった。」や「座って聞く講座
よりとてもわかりやすく、地域の方と知り合えた」と満足度の高いアンケート結果となった。今回、はじめての
体験型のワークショップということで参加者は１５名ほどの少人数を予定していたが、昨年度受講した修了生
等が興味をもち、定員超えとなった。

第２回　　２月２８日（土）

市内保育所・幼稚園・認定こども園、市立学校
PTAコミュニティ運営協議会、市内子育て支援関
係団体
第２回　参加者：

第２回講座講師：賀来元彦氏（福岡教育事務所主任社会教育主事）
テーマ：子どもとデジタルメディアのつきあい方～SNS・ゲーム・動画～

連携事業

保育の日 ４、８月 保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭

「保育の日」の実施園は２０園。4月と8月の訪問人数の合計は１０１名。
令和6年度からは、1年生の担任が入学式の前に園の様子を見られるよう、4月に実施している。
今年度は、8月の保育の日も4月同様に３日間にしぼって実施することで、訪問人数が増加した。
参加された先生からは、「実際に園児の様子を見ることができてよかった」という声があった。

幼児教育と小学校教育の円滑な
接続に関する研修会

令和７年度 幼児教育事業の実施状況について

幼児教育審議会 　第１回　　１０月２７日（月）
　第２回　　　２月２４日（月）

幼児教育に関する知識経験者、保幼認小代表、
保護者

令和７年度の幼児教育事業計画の報告を行った。
今後の幼児教育振興プログラムに基づく幼児教育事業の取り組みで、保幼小連携・接続の課題について協
議・検討を行った。

保育所・幼稚園・認定こども園
園長会

保育所・幼稚園・認定こども園
小学校・義務教育学校連絡会

　　　　６月１２日（木）
保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭
（４９名参加）

学校と保育園、幼稚園、認定こども園が入学後の子どもの様子を情報共有する場を設定し実施した。
今年度は、事前に共有したい内容を聞き取り、その内容を園と学校に送付した。事前に聞きたい内容を知ら
せることで、当日の情報交換会がとても有意義な時間となった。
また、今年度も、保育協会から差し入れをいただきカフェコーナーを設け、温かい雰囲気の中、リラックスして
情報交換を行うことができた。
情報交換を通し、幼児教育と小学校教育との連携・接続の強化を図ることができた。

幼児教育研究協議会

家庭教育学級支援事業

　第１回　　７月２８日(月)
加配職員・保育士・幼稚園教諭・保育教諭
（２２名参加）

子育て・発達さぽーとるーむ「プレジーる」の新塘 元哉 氏を講師に迎え、「保育活動の中で取り組める発達支
援と配慮について」というテーマの講義とグループ協議を実施した。
参加された先生方からは「早期の支援が自己肯定感の育ちにつながる事が印象に残った」「その子の興味、
関心を知り、思いを受け取ることの大切さを改めて感じた」という感想があった。
事前アンケートの質問や困り感について、新塘先生から具体的な対応の仕方や配慮のポイントをご回答いた
だき、子どもの対応について理解を深めることができた。

幼児教育研修会

発達支援コーディネーター研修会

子どもの安全に関する研修会

【資料１】


